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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は血清中microRNA-210を用いて、これまで早期診断が困難とされていた腎細胞癌

において、簡便で低侵襲な早期診断マーカーとしての有用性を検討したものである。その

結果、腎細胞癌（淡明細胞癌）の組織および血清中のいずれにおいても、正常と比較して

microRNA-210が過剰発現していることが確認され、またその発現量は年齢や性別、腫瘍サ

イズ、転移の有無との相関を認めないことから、早期診断のマーカーとして有用である可

能性が示唆された。本論文の内容は、早期診断が予後改善の鍵となる腎細胞癌の治療分野

において、血清中microRNA-210を測定することで早期診断を実現する可能性を秘めており、

明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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